
���

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

10

26

10

12

▼
場
所　

文
化
伝
承
館

▼
内
容　

草
木
染
め
の
毛
糸
を
使
っ
て

　

コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り
、
手
作
り
の
は

　

た
織
り
機
を
使
っ
て
つ
く
る

▼
対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
子

　

ど
も
だ
け
で
も
可
、
た
だ
し
小
学
４

　

年
生
以
上
）

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

30

▼
参
加
料　

小
・
中
学
生
…
無
料
、
大

　

人
…　

円
190

▼
申
し
込
み  　

月
４
日
�
か
ら
電
話

10

　

で
郷
土
資
料
館
（
�
○８８
 

１
３
３
９
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
『
Ｓ
Ｌ
Ｇ

の
学
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
館
内
の
展

示
品
を
通
し
て
登
別
の
歴
史
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　
　

月
の
テ
ー
マ
は
『
幌
別
鉱
山
が
栄

10
え
た
こ
ろ
』
で
す
。

▼
日
時　
　

月　

日
�　
　

時
〜　

時

10

12

10

12

▼
場
所　

郷
土
資
料
館

▼
内
容　

写
真
・
資
料
な
ど
を
通
し
て

　

幌
別
鉱
山
が
栄
え
て
い
た
こ
ろ
の
様

　

子
を
探
る

▼
対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
学
生
以

　

上
の
方

▼
参
加
料　

小
・
中
学
生
…
無
料
、
大

　

人
…　

円
190

※
参
加
希
望
者
は
当
日
直
接
、
郷
土
資

　

料
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

郷
土
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８８
 

１
３
３
９
）

　

市
立
図
書
館
で
『
幸
恵
文
学
の
成
立

を
め
ぐ
っ
て
』
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
　

月
５
日
�　
　

時　

分
〜

10

13

30

　
　

時　

分

15

30

▼
場
所　

市
立
図
書
館
３
階
会
議
室

▼
講
師　
 
北  
道  
邦  
彦 
さ
ん
（
ユ
ー
カ
ラ

き
た 
み
ち 
く
に 
ひ
こ

　

研
究
家
）

▼
問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　

（
�
○８５
 

４
３
２
４
）

　

『
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
』
９
月
１
日
号

に
市
民
文
化
祭
の
日
程
な
ど
を
折
り
込

み
し
、
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、　

月　

日
�
に
開
催
予
定
の
謡

10

27

曲
大
会
の
会
場
を
『
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
』
か
ら
『
伊
藤
敷
舞
台
』
（
登

別
東
町
４
丁
目　

－

７
）
に
変
更
し
ま

29

す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

　

興
財
団
（
�
○８８
 

１
１
１
６
）

かると

市
立
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

登
別
の
歴
史
を
学
び
ま
せ
ん
か

『
資
料
館
の
日
』
を
開
催
し
ま
す

親
子
は
た
織
り
体
験
を

行
い
ま
す

登
別
市
職
員
給
与
な
ど
の
状
況

　

登
別
市
職
員
の
給
与
と
職
員
数
の
現
状
を

市
民
の
み
な
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
国
家
公
務
員
の
給
与
と
比
較
し
な
が
ら

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
職
員
の
給
与
は
、
そ
の
職
務
と
責
任
に

応
じ
て
支
給
さ
れ
る
給
料
と
、
扶
養
・
通
勤

手
当
な
ど
の
諸
手
当
か
ら
構
成
さ
れ
、
「
登

別
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

い
て
支
給
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
給
与
の
改

定
に
つ
い
て
は
、
国
に
準
じ
て
行
っ
て
お
り

ま
す
。
（
国
の
場
合
は
、
毎
年
度
国
の
人
事

院
が
国
家
公
務
員
の
給
与
を
民
間
の
給
与
水

準
と
均
衡
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
勧
告

に
基
づ
き
改
定
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
）  

　

な
お
、
国
家
公
務
員
と
地
方
公
務
員
の
給

与
水
準
を
比
較
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
「
ラ

ス
パ
イ
レ
ス
指
数
」
は
、
国
家
公
務
員
を　
１００

と
し
た
場
合
、
登
別
市
職
員
は
平
成　

年
４

１３

月
1
日
現
在
で　

・
６
（
前
年
比
０
・
８
ポ

９６

イ
ン
ト
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆部門別職員数の状況　　　　　 （各年４月１日現在）

対前年増減数職　員　数
区　　　分

H１４H１３H１２H１４H１３H１２

６６６議 会

一般行政
部　　門

△４１４１０２１０６１０５総務企画

△１△１２５２５２６税 務

△３△１５４８６８９１０４民 生

△２△６△１１４２４４５０衛 生

１１１労 働

△１１１１１１２農林水産

△２△２１４１６１６商 工

△２△３△１５０５２５５土 木

△１３△２５△７３３７３５０３７５小 計

△１５９５９５９教 育
特別行政
部　　門 １９１９１９０消 防

１△１１５０１５０１４９小 計

△１３△２４△８４８７５００５２４普通会計合計

△１１２１２２２２水 道
公営企業
等　会　計
部　　門

１２２２１２１下 水 道

１１１２４２４１３そ の 他

１１２６７６７５６小 計

△１３△１３△６５５４５６７５８０総　合　計

◆決算額に占める人件費の状況（平成１３年度普通会計決算額）

（参考）
Ｈ１２年度
人件費率

人件費率
（Ｂ／Ａ）

人件費
（Ｂ）

歳出総額
（Ａ）

住民基本台帳人口
（H１４年３月３１日現在）

％
２３.７

％
２３.５

千円
４，９９４，４０３

千円
２１，２１２，７１８

人
５４，６７３

◆職員給与費の状況（平成１４年度普通会計予算）

※人件費は、特別職の給与を含みます。（人件費＝給料＋諸手当＋退職手当＋共済費）

１人当たり
給与費
（Ｂ／Ａ）

給　　与　　費職員数
（Ａ） 計（Ｂ）期末・勤勉

手　　　当職員手当給　料

千円
６，９６９

千円
３，４００，８１０

千円
８８７，３４２

千円
４２８，３８６

千円
２，０８５，０８２

人
４８８

◆平均給料月額と平均年齢　　　　　 （平成１４年４月１日現在）

※給与費は、特別職の給与と退職手当は含みません。（給与費＝給料＋諸手当）

技能労務職一般行政職区　　分

３６０，９３４円３６１，１４０円平均給料月額

４０８，０２０円４２４，５８７円平均給与月額

５１歳６月４４歳７月平　均　年　齢

※給与月額＝給料＋諸手当

市
民
文
化
祭

謡
曲
大
会
の
会
場
変
更
の

お
知
ら
せ

』


